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■論文の目的 本論文は戦略的貿易政策と経営インセンティブ契約の関わりという観点から、次の 2点につ

いて検討する。

(1)所有と経営の分離の企業構造が輸出国間の輸出補助金競争に及ぼす影響

(2)社会厚生の観点から、所有者の経営インセンティブ契約の提示による生産再配分効果と政府の輸出補助

金供与による生産再配分効果の相互関係

■モデル Brander-Spencer[1985]の 2 輸出国による第 3 国輸出数量競争モデルの枠組み内で，FJS型

（Fershtman and Judd(1987) and Sklivas(1987))の経営インセンティブ契約が政府の戦略的補助金供与のインセ

ンティブに及ぼす影響を検討し、次のような 3段階モデルを考える。

・第 1段階：各輸出国の政府が厚生最大化するように輸出補助金率を決定する。

・第 2段階：各輸出企業の所有者が経営者を委任し、利潤最大化するように契約を選択する。

・第 3段階：各輸出国企業の経営者が提示された契約の報酬を最大化するように、第 3国向け生産・販売量

を決定する。

■研究の結果

• 国際寡占市場では、経営インセンティブ契約の生産再配分効果は戦略的補助金供与のレントシフト効果
と同一である。各企業の所有者は経営インセンティブ契約を提供し、経営者が直面する自国企業の限界

生産費用を低下させる。経営者はより aggressiveな生産活動を行い、自国企業の生産量が増加し、外国

企業の生産量が減少する。よって、企業の所有者は経営インセンティブ契約を通じて企業に生産補助金

を供与できるようになる。

• 経営インセンティブ契約を提示する場合、輸出国政府は過剰な市場競争を押さえるため、戦略的補助金
供与のインセンティブを弱める。その一方、企業の所有者はより大きい生産補助金を供与するインセン

ティブがある。その結果企業側が実際に得た最終補助金が上昇し、各輸出企業の生産量が過大となり、

輸出国の厚生が悪化され、輸出補助金の社会厚生に及ぼす歪みが一層拡大される。

• 政府の輸出補助金供与と所有者の経営インセンティブ契約提示の手番は寡占市場のパフォーマンスに大
きく影響する。企業の所有者が政府より先に行動する場合、経営インセンティブ契約の選択が企業行動

に影響せず、各輸出企業は第３国戦略的輸出補助金モデル下の均衡生産量が実現される。
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